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内訳

1.排''11ス

分析項目:ばいじん.NOx.50x.HC1.DXN.T-Hg.Cd.pb.Cr.Fe.Cu 

2.務取対象物
①湾出供験

分析療関:CN.O・P.Hg.トHg.Cd. Pb. Cr". As. Se. Fe. Cu. PCB 
揮発健 (11寝入チ?ラム，シ甲~ン.チオAシカルプ

②成分分析

分析項目!Jn灼減量.5i02. CIIO. K，O. Na.O.ldgO. Al，O，. Hg. Cd. Pb. Cr" 
Cr.As.5e.Fe.Cu，Mn.Zn.Ni 

3.熔融;;t.ラグ

①溶出試験

分析項目:CN.O-P.Hg，R-HS.Cd.Pb.Cr・"As. Se， Fe， Cu， PCB 
鐸発健(11穏).チPヲム.シマジシ，チオdンカルプ

③成分分析

分析項目:DXN， Si02. CaO. K.O. Na.O. MgO. Al，O，. Hg. Cd. Pb. Cr't 
Cr.As，Se.Fe.Cu.Mn.Zn，Ni 

4.スラグ水静水槽入口、出口

分析項目:Hs. Cd. Pb. Cr". As， Se. Fe. Cu. pH. SS. COD. C A '. NO，'， SO，" 

5 .洗怨水楕入口、出口

分析項目:DXN.lls. Cd. Pb. Cr". As. Se. Fe. Cu. pH. SS. COD. C A '. NO，. SO，" 



人吉婁評炉第2回計量検杏ー炉燃焼記録
計官費検杏日平成10:住loFl14日(火}

溶 融 炉 熱交換器 健 突 水 槽

時刻
炉内

:菌室 #1)"ロワ #27"日ワ 7ウ'J7"ロワ
灰投入 1次側 2次側

温度
冷却水 水砕水 洗姪水

温度 累積 30分 温度 温度
排煙色

温度 dミ目ORI.割3白ζF 温度
暗号 --.. 可・.. ‘ ー - ..日晶目 PH 

。c 号色 Hz Hz Hz 回 回 。C ℃ ℃ 。C 。C 。C

10:00 1368 16 35 15 51 6 3 849 306 58 自 71 53 58 7.0 

10:30 1363 17 35 15 51 17 11 

11 :00 1355 18 35 15 51 28 11 863 308 59 白 71 54 59 72. 

11:30 1348 19 35 15 55 34 6 

12:00 1387 20 40 15 55 39 5 876 317 60 自 71 55 60 7.1 

12:30 1379 19 42 15 55 51 12 

13:00 1347 20 42 15 55 60 9 870 326 62 自 71 56 62 7.0 

13:30 1375 19 40 15 59 69 9 

14:00 1368 18 40 15 59 80 11 860 327 62 自 71 57 62 7.2 

14:30 1355 19 42 15 59 93 13 

15:00 1371 18 42 15 59 106 13 849 330 63 自 71 58 62 8.5 

15:30 1375 18 42 15 59 118 12 

16:00 1375 18 42 15 58 131 13 848 329 63 自 71 58 63 7.5 

16:30 1373 16 42 15 50 144 13 



灰投入量と減量率算定

作成平成 10年10月15白

1、第2回E十重量倹査 00月 14日)時に、その燃焼用としてあらかじめ重量測定され袋詰めされた投入灰を使

用し排出されるスラグとの減量卒を算出した、

2、灰投入記録

( 1 )記録時間帯.計量検査対象期間-AM10:00-P lvl4:30 6.5時間。

( 2 )投入jo!(量測定:人吉広被組合最終処分場からの織入灰を、かシュ 10mmの筋機よ1.1選別し七、

含水率10%程度7J乾燥双を、 16kg(50袋の平均値)単位で袋詰めしたt，Cr
(3 )炉内投入条件:7'山シ布一 2本によるほぼ連続投入。

(4 )スラグ量測定:100 日連続運転中で継続して排出されているスラグを、対象時間帯のみ限定;~IJ定

(5 )記録

時間帯
灰投入量 炉内温度 データロガ記録{直 投入 排出

袋数
重量 油最 ーγ品 ヴンヤー ス弓グ量

(白(J分) (kg') ('C) (1) (kg) 動作回数 I.kg) 

1O:00~10:30 
」 2144 1 368 ~-~-

-iill「TL;1J 6 1O:30~ 1l守 ()O 144 136 3 1 1 
』一一一}ー--.----- 一一一一・

11:00~lUiO 日
ト一ー 49一-B 6 ~ーー3ー一5一5一

1 1 
トー』ーーー--・・ーーーーーー 588 

11:30~12:00 3 1348 日
一一一 一一一

12:00-12:30 1 1 2 138 7 トー O 

L2生30三1522-
~ 1 1 :2 137 9 1 2 

←一一一ーー一一一一ー
ト1ー-112 

L竺2035e80 7 1 34 7 9 
一，ー トー

」竺30土.14・:00 6 96 1 375 9 

L~~:O?-l_~却
-93  

T 144 1 368 1 1 
'一一一再 ト一一一一 ート争守一一

L目立0-15虫色一 :1 144 135 5 l-_2_~ ーー』一一--_." ト一一一一一ー
μ5:0C了旦主L 4 64 137 1 1 3 

トー
15:30~16:00 D 80 137 5 

ト一一12 一一ト “一一ー
16:00-16:30 D 80 1 37 5 1 3 

自十 86 1 3 i (3 I 3024 128 950 
1時間手均値 1 3.:2 :2 1 :2 1 3 (3 7 43.8 I 504 9.8 I :2 1 1 
叩 1、d ータコモ記長長臨む灰投入量は、伊内投入プ吋シ々一敬4本時の換算{直一参考
糸2、投入--:'.、シ t ー動作回数.立、 2本並行完了後iと、 1カウントとして計上
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(2 )投入灰比重
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Fd 
4、考察

(1)排出スラグ量

100日連続運転継続過程であるため、スラグ排出装置(水砕槽から末端排出コンベアまで);土ス弓

グで満たされておむ、炉内灰投入→溶融ー溶流によるスラグ生産i立、押し出し式にスラグ排出さし

ているとして、限定時間帯計測。

(2) i減量卒

投入灰がメッ争ユ 10111111節機をスルーしたもので、可燃物が少なく、又{居合水率の乾燥灰で:hった

ため、減量卒i立比較的低い31%を記録したψ

(3 )投入灰比重

a.通常焼却灰の比重は約0.8とされ、灰投入重量は、当制御記録データロガー値も、これまでに.1ω 

日運転記録tこてこれを適用していた。

'，> iJ， L、今回I刀計量検定時の投入灰は、本質的にはこれまでの投入灰と差異はないも .;)Vj、乾燥

灰であるこじ及びこれを袋詰め￠上、投入プv シヤ}用ホグバーから直接流し込み、しか 't，~'"

パー内量を少なくしてプグ争#-:，.":'"";'スムースな動作を確認していた結果、プッ争布ーによ"j戸内

へ送り込まれる灰i立、予相以上に空気を含んだぬいわば柔らかい灰であった事によち、灰比重~l

低くなったものと考えられる。

b.上記乾燥灰(含水率約 10%比重0.55)に えて、通常灰(含水率約 50%比重0.8)を使用

した場合の、当炉での灰投入量=燃焼重量は、当計量検査時の時間当たり最大値

(144+ 144=288kg'/ 日)に対し、 288kg/HX (0.8/0.55) =420kg〆日となる。

さら.こ投入プーvシギー用ホッパー内に、投入灰を堆積させた上で、投入プyシャーを稼動させ之

場合lこ辻、比重注増加し、投入灰重量は500kg/日に近似する事!こなるー

以上



環計商問 04付-~号
日環セ回発第lQH8044・7405~06号
平成 10.iJ;11月 17目

濃度計量証明書

目;本源境保全株式会社 機

干816闇0943福岡県大野城市白木原3了135番11'苦
財団法人 日本環境衛生センター
TEL(092)593・8235

キ依頼されました試料の計量結果l立、

以下のとおりであることを誌明します。

言{量証明事談所福岡県登録第5号

環境計量士 野口約久

施設名:焼却灰高温治融炉実用化炭統研究筋設

採耳元年月日:平成10年10月14日

計量対象 {計量結果】 定量下限値

ダスト濃度iCs g! 1.8 0.90 0，0 1 

酸(fまいじん素)印Os E/血%九
l.8 1.0 

1 2 1 3 

採取箇所 洗煙人口 員!Il 災
トーー

採取時間 9:40-10:55 9:40-11:17 

温 度 。C 230 65 

水 分 % 9.6 1 6.0 

壁土排ガス量(~箆物 m'，/h I 1700 3100 

1)計貨の方法;，llS 排ガス中のダスト濃度測定方法による

2) Cs:JJS Z 8808に定める方法により測定されたダスト濃度(gj皿、)

備 3) C :採記事i'lli:素{農民補蕊をしたダスト濃度(g/m'，)

なお、 C!主次式はより算出 On:政令で定めるfili(l2)(%)

C = ((21-0n)/(2ト05))・Cs Os:排ガス中の滋素濃度(%)

考 4)排ガス貧(混物)也九/h=断同検(m')x流迷(lIl!S)X 60&x 273/(273+θt) 

θ 排ガス温度('C)
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濃度計量証明書

日本戯境保会~tJ，{式会社様

本依頼されました試料の針金結果it、
以下のとおりであることを証明します.

施設名:焼却灰高温溶融炉実用化実務研究施設

採取年月日:平成 10年10月14日

干81ト09，13福岡県大野城市白木原3丁目5番II号
財団法人 日本環境衛生セン指一

TEL (092) 593-8235 
針金t正明事業所福岡県経緑第5号
深境計量士 野口純久

st 主主 対
a 

[計盆結果] i;定量下限怖~~勺h仇

C ppm 67 62 。
硫黄酸化物 排Coji:主食ぜ，/11半: 1500 2600 

1Il'，/h串2 0， 1 0 O. 1 6 

ーが si|餓CC 索s Os d/LU2.4 
30 30 30 

審議後化物 cd/Uq3. も 30 30 
1 2 1 3 

監州 1 300 390 80 
話Z化水E持 mg/:n'， 1 200 440 

I ~'í:r; o. % 1 1 1 3 
採取箆済 洗煙入口 煙 突
採取待問

一-
12:45-14:20 12:43-14・20

(1)針盆の方法
硫黄酸化物 JISK (1103 6.4比濁法
滋化水素 JIS K 0107 6. 1 ~商法銀消定訟
室E素酸化物 JrsK 0104 4. 1琵鉛還元ナフずつレエチレンジアミン吸光光度法
(2)算出方法
申1)排ガy、最(乾物j

断面積(ぜ)x流速(J1l/S) X 60' X幻3/(273":'e，) X (l-W/IOO) Gl;排ガスl'lil..度(t)
W :f)Fガスの水分(%)

*2)硫t-i!iii主化物ikの2+郡
Co(m'，/h) -C(pp血)x乾物排ガλま(m'，/h)x 10" Co:硫si酸化物の量(皿3ル!h)

C :政令で定める方法により測定
された硫黄隊化物の襟度(ppm)

*3)~素酸化物
C= [(21-0n)I(21-0s); • Cs(cm'/m"，) C 愛言語酸化物のi量(cm'1m'.) 

Os:排出ガス中のE費量信濃度(%)
0" ，政令で定める1直(12)
Cs:政令で定める方法によ哲測定された

E主索隊化物の波度(ClO'/lJJ'.) 
市4)塩化水素
c= ((低9ιfノペi(ω21ト-1)ωs)に.cωs (ωugψvμ/u凶l'白ふω3う弘切P釘ρ;) c :t塩主{化lじニy氷}比(~索告のt盆量{仙l阻Il g/1ぜ[ピl~ 1J

Os出:~i俳P非下出ガス中のE訣史掛話務5泌r度安(%)
cs:政令で定める方法により測定された
塩化水素の泌度(皿s/m'，，)
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調音十回発鎗 号

日E車セ酉宛第lOH0611-7415向16骨
平成 10年 11月 17日

』五車監理会組金封・ 盤
午81トo943t;富岡県大野誠市白木原3γ包5番 11号

財団法人日本王離脱術生センター
TEL(092)S93-8235 

キ依頼のありました試料の剖;盟結采は
以下のとおりであること&証明します。 音|読証明事業所

環境計量士

補悶県登録第5号
乱.lLJ息~

京料

内一一一室
語塾鑑卑阜
革担盤亙童
試料提出回

高茄ilQ高潟i寄i制炉災用イ己渠語研i究施設
控:t.fA
~成 1 0年 10月14日
監盟強ム立至E堅境衛生センター
主且以手以且止旦

ず

JIS-K・0083準拠

突 苦|最の方法洗;程 入口 煙

10:38""'11:30 

0.79 0.41 JIS目K-0083

29 JlS-K-Q083 鉛 74 

ク 0.30 0.2 1 JIS-K・0083

0.59 JJS-K-0083 t事拠鎧 2.0 

4. 5 

総 出起型 JIS・E伽02220.048 水 銀 0.1 4 

一以下余白一
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白崎セ図!ê鈎 10H0611 ・ 7609~10号
平成 10年 11月 17日

明証量計度濃

千816-0943福岡県大野城市臼木原3丁目5番11号
財団法人日本環境術集センター

TEL(092)593-8235 

』恋塁l盟主盤基金札」主

ホ依頼のありました試料の計揖結果は、

以下のとおりであることを証明しますe 福岡県去を録t1i5.g

~肉松仮鶴眠摂E拠一定一取要出注碑認童同回」「I焼平スi 成却団g5N法反主7誌3A9政O面砂年I3を水宮ユ1圭旦前橋G韮旦炉ス珂車実iロ1亜E74師韮EW百主-輔口主-副主一二~理l一彊 句評吋 縛

ttt4 兆
試料

Iti-t置結果(試料区分名))
計境対象 H消靴)!員十主査の方法 入ーロ l lU ロ

pH(試料測定時水揚) I JIS-Kー01G2.12.1 .. 10...3_( z.5'CLJ__9.;3(25・C)

6.8 2.5 

97 1 6 

宮 23 1 6. 
1主主t下限値以下 定量下IlfHar以下
(0.005以下) (0.005以下)

0.6 0 〆 O.1 2 
定主主下l浪似以'"F 定盆下限値以下

クロム(V.1)LU以ム)lJ.!~二五ー旦02二世4ム』 (0.02以下) iIL...Q~ 以下}
定義下限1道以下 定盆下限仰以下

ひ ー_*_~(J!lti..UWH_~旦.Q.2.三1. 2_'_ .(O.Q05以下L__-'___(0.005以下)
l昭和46年号車境庁告示 主主登下限値以下 定歳下l虫館以下

J宣_..;(k_~~-+0凶 tよド:[5.~盟主2虫方法 (0.0005以下L ， (0.0005以下)

JL_..-1tI1lU.Ll.JIS十 0102引 .2 2.3 0.56 

銅 iliu.B-l!.:lli-K-日1!l.2:Q2.2 0 . 3 0 0 . 0 6 

硝酸イオン;処wl1JIS-K-0102-43.2.5 10 9.9 

硫酸イオン :(mg/Q)IJIS-!<':Q102・41.3 2 1 2 1 
定蛍下限値以下 定最下限値以下

セ レ由時之刻-i!(滋LJJ召出，:-01蛇 67・2 (0.005以下} (0・005以下y
試料探取 1 2時05分 1 2時12分

一一一|※気漏:('C) I .1 2 a 28 

|※水温!('C) I 7 9 5 4 

※外 ~J'~ ! 淡灰黒色微溺 淡灰白色微濁

※臭気 i 灰泉 灰具

※滋 4見広(J:I主) IJIS-K-OI02-9 1 5 3 1 
e-

【備考]J二記※印のI頁自l立淑Jムid十主主証明事項外。

計量証明書評議所



室
E司

線計関発第 母
目玉県セ西F奇策lOH0611・761H2.号
平成 10年 11月 17日

明証量計度濃

午816・0943福岡県大野減市白木原3丁目 5番11号
財団法人日本編境衛生センター

TEL(09Zl593-8235 

J起し日本5民嶋保全株式会社

*依頼のありました試料の計量結果l立、
以下のとおりであることを証明します。 福岡県主H議第5号

n.且一組4

i盆
入

p H(試料測定時水楓)

1 C 0 D叫L盟主u).1J.rS+Ol0Z土lL_.
; 昭和46年珠i克庁告m

i平遊物質量l(血E ill~.Q~.笠宜主盟主主主
IT水試験方法第2編

握主箆-1';11"とJ.(!lIμ.!JJ差iみ監登主鐙ムLU

1 7:J~~之ムJ_(gil.~.llll~.士山:二-55 ， 2

鉛 ぷ思Lι11118-K-OI02-54.2.

出ふ中ム叫~.止9102ニ以」
LょL一一一丞-i.UIlU.l.JUU'bolo241.2

印画利46年!環境庁告示
し盤---ZK__~ ! ~~..lL:雪量55号付制の方法

'--_.15...山一_lí.!llgJ~J以1Ë.:~.ヰ辺牛耳4

」一一銅 日時/Q)IJIS-K-Q-102-52.2 

凶鵠 1 ;11"と~lML.以出品ヰ02-43.2.5

川流殿イ才ンぷ些斗斗Jltt且盟三1.3

J包一上--Y-i思斗l+ι日ニ0且主位.:1
試料採取時刻

※気 湯γ百戸一一一一一一
納 豆半(℃)L

銀 1
一一←一一一ー+一一一一ー

※臭気(
明司情司開回目白押ー-占幽←ー司ー一ー-_.
※:透視度(皮) !J IS-K-Ol~2-9 

[備考]よ記※印の現目 lま?嵐広言十~託明事項外。

1.:.1品主主上

計量の方法計燃対象

10.4(26・C)

170 0 1 900 

L 

登有一束寸誠事E房副]
ロ | 出口

百十盈証明事業所
環境計量±

層革帯叩
斗話~ii!)

1.6 

33 

1.7 

1 1 

JIS-K-OI0Z.12.1 

L立iよ

2. 3 
定歳下限位以下
{0.02以・rl
定量下限倍以下
(O.OOfj以下)

850 

0.0 0 8 
1 2時20分

0.0072 

730 

0.0 0 6 
1 2時40分

0.0 5 

2.6 

1 0 

0.078 

8，3 
~:量下限値以下

~旦必ヱi
定蛍下限値以下

盟A盟主:rE2

0.0 1 4 

0.24 

1 0 

1 1 

28 28 
一←一

5 2 5 9 

談灰策色微濁

50以よ

泉

3 0 

514F 

濁一微一
臭

色
一
向
同
「
灰一
淡一

灰

※外



試 験 成 績 書

*依頼のあbました試料の試験結束は
以下のとおりであります.

田正車セ回発2目10H0611・7514号
平成 10年 11月 17臼

千816・0943福岡県大聖子城市白木原3了届6番11号
財団法人日本環境衛生センター

TEL(092)593-8235 

4盗謹益出会挫基主1L1草

試料内容 ;焼却灰i高温溶融炉実用化実証閥抗施設(焼却灰)

試料採取日 平成10年10月14日
試料採取者 財団法人 日本議場衛生センター

試料提出回 平成10年10月15白

試料区分 試料区分 台有量試験結果

時畦翌日 l i吉出試験結果
試倣項目 (乾物換算傭)

タト 続 黒色里高松状

臭 長L 氏 泉

カ F ミウム:(mg/kg) 8.8 

カドミウム lilt 業;(且g/kg) 1.0 

会シアン t意 水 銀!(mg/kg) 0.83 

クロム鉛( VI ) 
S由 ; (皿g/kg) 740 

クロム(VI ) l (mgjkg) t~Hi.!唱以下 (0.05以下)

総 水 銀;(皿ud投下限似て(0.0005以下) 銅 ~ (皿g/kg) 140 0 

アル主-ロC-ロ主メ主3タ主Bン出;(h(R陀互uu//1-I息ai) ) ) 
EZEF7削，以下(0.0005以以下下')) 鉄 !(阻g/kg) 30000 

枇ジPク E 

25以下(0.0005 セ レ ン:(血g/kg) 定員?限目下(0.5以下)

投下ill'Iiff(0.005以下) ク ロ ム!(皿gjkg) 280 

Z量rw，似て(0.001以下) マ ーJ‘ ガ ン (mgjkg) 2600-

凶耳量化炭口工潟pyji((E皿gE/t) 沈下E宮山;:(0.001以下) i民 鉛(略/kg) 6 0 0 0 
1，2ーシ.~日 / Q ) ~~.F成以下(0.001以下) 一 ツ ケ ル (mg/kg) 220 

含 水 Z事 (%) 1 1.3 
1， 1 L、ノ 1) カ(810，):(%) 37 
1，1 カリウム(K.O): (%) 0.67 
トリ ナトリウム(Na，O):(%) 2.0 
テト マグネシウム〔埋ま0)i (%) 1.0 
1，3 アルミエウムW'，Q，)!(%) 1 8 

ベ 熱灼減益 (%) 1 2.6 
テ

シ

lチオペンカル主一一燐ユ五バ川E町区Eagggf/ 1a as s 1M}llZ定←宣EZE義E2Uf下R脳g院明q創がRH刊白一0000担.900101以ー1以以盟5下以一下下主下)} ) L ) 

a ， 

セレ

有機

鉄

出自

[備宥]i省出 iïl:~貴方法:昭和48年環境庁告示第13号に士事拠。

含有量試験方法:JI S-K -0102及ぴ肥料分祈法に準拠。なお、値は乾物換算他。

1試験責任者 l野口純久



試

回2同様i完保全株式会札一色

キ依頼のありました試料の試験結果は

以下のとおりであります@

験 成 績 書

目玉車セ題発第10H0611・7513号
平成 10年 11 ~ 1 7日

〒816~0943福間県大野城市白木原 3 丁目 5 番 1 1号
財団法人日本環演衛生センター

TEL(092)593・8235

試料内容 焼却灰高温溶融炉実用化実証研究施設(溶融スフグ)

試料採取日 平成10年10月14日
試料採取者 財図法人 日本環境衛生センタ}

試料提出出 平成10年10月15日

試料区分 試料区分 含有量試験結果

試験項目 i容出試験結栄 試験項目 (乾物換算値)

タト 鋭 j慨色透明 外 鋭 黒色穎粒状

兵 1之.，、 腐敗泉 臭 気 灰 t是

p H(試料測定時水潟) 9.8(30'C) カ ドミウム!(阻g/kg) 定量?鮒肝(0，1以下)

カ (0.005以下) 枇 系 i(mg/kg) JtlrfJl皆目下(0，5以下)

金 (0.05以下Y 総 水 銀 (mg/kg) 定E下問自以下(0，01以下)

(0.01以下) 鉛 (皿g/kg) 1 20 

ク (0，05以下) クロム(VI ) !(田g/kg) 定量下隣国1(0.05以下)

銅 (血g/kg) 900 
句一

ア (0.0005以下) 鉄 (国g/kg) 17000 

P C B:(皿g/E)h12EFE桁 (0.附以下f) セ レ ン(河/kg) ZE商品目下(0，.5以下)

Et FZEZ/t)E!即t?断 (0.005以下) ク ロ ム(皿gfkg) 250 

ジクロロメタン!(mgfe ) I iZWJ!i1以下(0.001以下) マ ‘ ;/ ガ ン 1(回g/kg) 59'0 
四域化炭素:(皿gf.~ ) 例川(0.001以下) 蛮 鉛:(mg/kg) 57‘。

1 ， 2~γ、何日夕 y 1(皿g! Q ) 定lnlaf:以下(0.001以下) 日

ツ ケ ル!(皿g/kg) 1 2‘O 一
1，1-γ何日エチレン:(mg/e ) z量';Wi.!i;l1(0，001以下) 含 水 率:(%) 5.3 

カルシウム(CaO): (%) 8.7 
(0.001以下) カシ リ カ(SiO，)!(%) 5 7. 

(0.001以下) リウム(K，Q): (%) 0.72 

ぐ0.001以下) ナトリウム(Na，O)上C%) 4o.~ 

(0.001以下) マグネシウム{ぬ，0): (%) 0.9、6

(0.001以下) アルミニウム(Af，O，)!(%) 6.6 
ρぇ 、/ ゼ ン:(mg/ Q ) 0.003 一以下余自由

チ ウ フ ム:(田g/Q ) EE下関以下(0.003以下)
L、ノ マ ジ ン:(mg!c ) t~下院似て(0.003以下)

チオベンカルブ:(mg!Q ) EE下院制て(0.003以下)

‘12 レ
燥L mmg a a a 川)))il!zZ主EZTFI息a混Zム包切切層下τ 言マ(0.005以下)有 機 (0.1以下)

一鉄 i (mg! Q ) I :Z~ì:Iìl~J;f'(O.OI以下) . 

鏑 「(日glQ. ) i ，t!H;:('liml' (0. 01以下)

[備毒者]滋出試験方法:昭和48年環境庁告示2日139に準拠。
含有怠試験方法:Jf S・E・0102及び肥料分析法に準拠。なお、値は乾物換算催。

|試験責任者 l野口純久



¥¥IJ定路具 l
件副 'J，，:，WJ1t:::
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制定
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